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 提言者 鍵屋 一先生より（跡見女子大学教授）より 

防災をきっかけに地域をつなぐツールとして 

「みくまじろ」の存在は大きいです。 

これからもより魅力増進型の防災へ。日常的に人間 

関係、近所関係を良好にすることで、インクルー 

シブで魅力ある学校、地域を作ることが災害や危機 

にも強くなることを教えていただきました。 
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育友会 防災研修部 

 

８月２６日（土）～２７（日）、東京都で全知

Ｐ連の全国協議研究大会が行われました。本

校からは、育友会の会長、副会長、防災研修

部長、学校長が出席しました。１日目の全体

会では、みくまの支援学校育友会の「子ども

の命を守る取組」について１０００人超える

参加者の前で発表しました。育友会としてこ

れまで学校、地域と連携して防災への取組は

他校の保護者・教職員にも大変感銘を与える

報告となりました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スクールバス 串本コース 

津波対策 避難経路確認 

８月２５日（金）スクールバス介助職員

さん達と共に、海沿いを走るスクールバス

串本コースの地震発生時における避難場所

の確認に行きました。 

津波が発生した時に、串本町内の主要な避

難場所を歩いて確認することで、災害時へ

想定をすることができました。少しでも減

災へ向けてスクールバスの介助職員さんの

真剣な熱い想いが感じられた一日でした。 

○確認した場所 

■串本駅周辺    ■串本 橋杭岩周辺 

■串本町西向周辺 

○課題 

■車いすの児童生徒を避難するにあたり、地域

の人の支援や高等部生徒達による支援が必要

な場面が出てくる。 

■串本駅周辺は特に高台の避難場所まで時間が

かかることが想定される。 

 

○減災のために 

■状況に応じたスクールバスの停車場 

■少しでも安全な高台への安全な避難経路及び

避難場所の確認 等 

 


